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近
代
日
本
研
究
第
四
十
一
巻
（
二
〇
二
四
年
度
）

資
史
料
紹
介

日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
出
土
の
学
食
食
器

岩

浪

雛

子

は
じ
め
に

慶
應
義
塾
で
は
、
建
物
の
建
て
替
え
等
の
工
事
に
合
わ
せ
、
土
地
に
埋
も
れ
て
い
る
文
化
財
〈
埋
蔵
文
化
財
〉
の
発
掘
調
査
を

行
っ
て
き
た
。
そ
の
成
果
は
発
掘
調
査
報
告
書
に
ま
と
め
ら
れ
、
展
示
や
研
究
に
活
用
さ
れ
て
き
て
い
る
。
一
方
、
調
査
で
は
、

得
ら
れ
た
全
て
の
成
果
が
報
告
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
調
査
対
象
か
ら
漏
れ
た
過
去
の
痕
跡
も
少
な
か
ら
ず
存

在
（
1
）

す
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、
慶
應
義
塾
の
諸
活
動
に
関
わ
る
痕
跡
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
発
掘
調
査
に
お
い

て
調
査
対
象
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
偶
然
採
集
さ
れ
て
い
た
学
食
食
器
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
ら
は
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
食
堂

で
使
用
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
慶
應
義
塾
の
歴
史
の
一
端
を
物
語
る
資
料
で
あ
る
。
加
え
て
、
近
現
代
の
国
内
で
生
産
・
消
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費
さ
れ
た
食
器
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
資
料
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
資
料
群
は
未
報
告
資
料
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
目
を
向
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
学
食
食
器
資
料
群
の
紹
介
も
兼
ね
て
、
考
古

学
的
情
報
と
学
内
外
の
資
史
料
を
も
と
に
食
器
の
製
造
元
、
使
用
し
た
食
堂
、
年
代
観
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。

一

問
題
の
所
在
―
―
学
食
食
器
研
究
と
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
食
堂
史

（
1
）
学
食
食
器
を
め
ぐ
る
研
究

慶
應
義
塾
の
食
堂
史
は
、
慶
應
義
塾
の
歴
史
を
た
ど
る
書
籍
や
広
報
誌
等
に
ま
と
め
ら
れ
て
（
2
）

い
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
当
時

そ
こ
で
使
用
さ
れ
て
い
た
道
具
類
に
関
す
る
言
及
は
限
ら
れ
て
お
り
、
学
食
食
器
に
つ
い
て
の
情
報
も
見
当
た
ら
な
い
。
他
方
、

全
国
の
大
学
に
目
を
向
け
る
と
、
近
現
代
の
埋
蔵
文
化
財
へ
の
関
心
が
高
ま
る
と
共
に
、
考
古
学
資
料
に
基
づ
く
大
学
史
に
進
展

が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
学
内
で
使
用
さ
れ
て
い
た
食
器
に
つ
い
て
も
出
土
報
告
が
増
え
て
き
て
お
り
、
研
究
や

展
示
に
活
用
さ
れ
て
（
3
）

い
る
。
と
り
わ
け
、
大
学
病
院
食
器
に
関
す
る
研
究
は
、
大
学
間
の
比
較
も
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
全
国
の

大
学
か
ら
出
土
す
る
病
院
食
器
類
が
同
じ
製
造
元
で
あ
る
こ
と
、
大
学
ご
と
に
独
自
の
銘
を
持
つ
一
方
で
、
形
態
や
意
匠
は
共
通

点
が
多
く
、
規
格
生
産
品
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
（
4
）

い
る
。

（
2
）
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
食
堂
に
つ
い
て

日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
大
正
期
に
お
け
る
慶
應
義
塾
の
学
生
数
の
激
増
に
よ
っ
て
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
施
設
が
狭
隘
化
し
た
こ

と
を
背
景
に
、
現
在
の
神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
日
吉
に
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
開
校
し
た
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
末
期
の

306



昭
和
一
九
年
（
一
九
四
四
）
に
は
、
文
部
省
の
指
示
の
も
と
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
部
を
海
軍
に
貸
与
し
、
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四

五
）
に
は
空
襲
に
よ
る
大
き
な
被
害
を
受
け
る
。
戦
後
の
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
九
月
に
は
、
旧
海
軍
の
軍
事
施
設
差
し
押

さ
え
を
名
目
に
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
校
舎
や
寄
宿
舎
が
米
軍
に
接
収
さ
れ
、
四
年
後
の
昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
一
〇
月
一
日
に

接
収
が
解
除
さ
れ
た
。
解
除
後
は
、
主
に
大
学
の
教
養
課
程
（
総
合
教
育
課
程
）
を
学
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
、
多
く
の
学
生
が

通
う
活
気
あ
る
場
へ
と
戻
っ
て
い
く
。
な
お
、
返
還
と
同
時
に
、
慶
應
義
塾
高
等
学
校
も
移
転
し
て
き
た
。

日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
食
堂
の
歴
史
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
設
さ
れ
た
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
慶
應
義
塾
の
消
費
組

合
経
営
に
よ
る
食
堂
か
ら
は
じ
ま
る
。
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
一
〇
月
、
現
在
の
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
脇
に
通
称
「
赤
屋
根
食

堂
」
が
開
店
し
た
。
こ
の
建
物
は
米
軍
接
収
中
に
一
度
焼
失
し
た
が
、
返
還
後
に
高
校
の
食
堂
と
し
て
再
建
さ
れ
、
昭
和
三
一
年

（
一
九
五
六
）
ま
で
営
業
し
た
。
戦
前
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
第
一
校
舎
の
裏
手
南
側
に
建
っ
て
い
た
第
一
学
生
控
室
・
第
二
学

生
控
室
に
も
食
堂
・
教
職
員
食
堂
が
あ
（
5
）

っ
た
。

戦
後
の
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
赤
屋
根
食
堂
の
他
に
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
、
二
幸
食
堂
、
梅
寿
司
、
生
協
食
堂
等
が
営
業

（
6
）

し
た
。
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
は
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
か
ら
現
在
も
営
業
が
続
く
食
堂
で
（
7
）

あ
る
。
そ
の
前
身
は
、
田
沼
文
蔵
氏

が
登
戸
仮
校
舎
の
学
生
寮
食
堂
と
し
て
、
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
四
月
に
開
店
し
た
食
堂
で
あ
る
。
戦
中
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の

被
災
や
米
軍
接
収
の
影
響
で
、
戦
後
直
後
の
慶
應
義
塾
は
首
都
圏
近
郊
に
複
数
の
仮
校
舎
を
設
け
て
お
り
、
川
崎
市
の
陸
軍
第
九

技
術
研
究
所
跡
（
現

明
治
大
学
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
設
け
ら
れ
た
登
戸
仮
校
舎
で
は
、
医
学
部
予
科
と
文
科
系
予
科
の
一
年

生
が
学
（
8
）

ん
だ
。
登
戸
仮
校
舎
の
食
堂
は
、
日
吉
返
還
後
の
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
一
月
に
、
大
学
生
・
高
校
生
向
け
の
食
堂

と
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
旧
海
軍
兵
舎
跡
へ
移
転
（
9
）

す
る
。
こ
の
兵
舎
は
、
第
二
校
舎
の
東
側
、
現
在
日
吉
記
念
館
が
建
つ
付
近
に

あ
っ
た
。

日吉キャンパス出土の学食食器
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昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）
三
月
に
な
る
と
、
慶
應
義
塾
の
学
生
・
生
徒
を
対
象
に
し
た
公
募
に
よ
り
、
食
堂
名
が
グ
リ
ー
ン

ハ
ウ
ス
と
決
定
（
10
）

す
る
。
食
堂
名
が
決
定
し
て
間
も
な
く
、
義
塾
創
立
百
周
年
を
記
念
し
て
日
吉
記
念
館
建
設
が
計
画
さ
れ
る
と
、

当
該
地
に
あ
っ
た
食
堂
は
立
ち
退
き
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
食
堂
は
一
時
閉
店
と
な
る
が
、
代
替
地
の
提
供
を

慶
應
義
塾
か
ら
受
け
、
閉
店
し
た
翌
年
に
は
営
業
が
再
開
（
11
）

す
る
。
移
転
地
に
つ
い
て
は
、
食
堂
側
の
記
録
と
慶
應
義
塾
側
の
記
録

に
若
干
の
違
い
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）
に
は
現
在
の
場
所
に
高
校
食
堂
が
建
設
さ
（
12
）

れ
た
。
グ
リ
ー

ン
ハ
ウ
ス
は
、
昭
和
四
五
年
（
一
九
七
〇
）
に
新
た
に
建
設
さ
れ
た
第
六
校
舎
の
地
下
に
も
食
堂
（
現
グ
リ
ー
ン
ズ
テ
ラ
ス
）
を

オ
ー
プ
ン
す
る
。
そ
の
後
も
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
複
数
の
場
所
で
喫
茶
施
設
等
を
営
業
（
13
）

し
た
。
高
校
食
堂
と
第
六
校
舎
の
食
堂

は
、
ど
ち
ら
も
現
在
ま
で
営
業
が
続
く
。

日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
学
生
食
堂
と
し
て
は
珍
し
い
、
寿
司
屋
「
梅
寿
司
」
も
あ
っ
た
。
梅
寿
司
の
店
主
飯
田
信
治
氏
は
、
昭

和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
に
合
資
会
社
田
町
屋
商
店
を
（
14
）

設
立
、
契
約
書
面
に
お
い
て
も
昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）
以
降
は
田
町

屋
商
店
と
慶
應
義
塾
で
契
約
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。
梅
寿
司
は
元
々
、
大
田
区
の
武
蔵
新
田
に
あ
っ
た
店
で
、
大
正
末
頃
に
近
隣

に
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
合
宿
所
が
お
か
れ
た
慶
應
義
塾
体
育
会
野
球
部
の
関
係
者
が
出
入
り
し
た
店
だ
っ
た
。
昭
和
一
六
年
（
一
九
四

一
）
に
野
球
部
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
、
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
に
合
宿
所
が
日
吉
へ
移
転
し
て
く
る
。
野
球
部
の
拠
点
が
日
吉

へ
移
転
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
梅
寿
司
も
日
吉
へ
移
転
し
て
（
15
）

き
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
へ
移
転
し
た
詳
し
い
時
期
が
明
記
さ
れ
た
資
料
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
慶
應
義
塾
保
管
の
契
約
関
係
書
類
で

は
、
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）
二
月
二
五
日
作
製
の
店
舗
の
設
計
図
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
梅
寿
司
の
存
在
を
示
す
最
も

古
い
資
料
で
あ
る
。
先
行
研
究
に
お
け
る
「
平
成
二
年
ま
で
約
四
十
年
商
売
を
し
て
（
16
）

い
た
」
と
い
う
言
及
か
ら
は
、
設
計
図
の
作

製
時
期
と
そ
う
離
れ
な
い
時
期
に
開
店
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
食
堂
は
、
昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）
の
時
点
で
は
現
在
の
来
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往
舎
付
近
に
あ
（
17
）

っ
た
。
昭
和
四
九
年
（
一
九
七
四
）
十
月
に
食
堂
棟
が
建
つ
と
、
二
階
の
一
角
に
梅
寿
司
は
移
転
す
る
。

完
成
当
初
の
食
堂
棟
で
は
、
一
階
全
面
で
二
幸
食
堂
の
学
生
向
け
食
堂
が
営
業
し
、
二
階
に
は
梅
寿
司
の
他
、
二
幸
食
堂
の
教

職
員
食
堂
、
慶
應
義
塾
生
活
協
同
組
合
経
営
に
よ
る
食
堂
が
あ
っ
た
。
梅
寿
司
は
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
ま
で
営
業
を
続

け
、
閉
店
直
後
に
は
、
梅
寿
司
が
あ
っ
た
場
所
に
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
の
食
堂
が
開
店
す
る
。
平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
）
の
食
堂

棟
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
っ
て
、
二
幸
食
堂
は
閉
店
、
二
階
全
体
が
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
、
一
階
全
体
が
慶
應
義
塾
生
活
協
同
組

合
に
よ
る
食
堂
と
な
り
、
現
在
に
至
る
。

こ
れ
ら
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
食
堂
は
、
い
ず
れ
も
慶
應
義
塾
が
契
約
を
交
わ
し
た
一
般
業
者
や
生
活
協
同
組
合
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
た
食
堂
で
あ
り
、
慶
應
義
塾
直
営
の
食
堂
で
は
な
い
。

二

考
古
学
的
情
報
の
整
理

（
1
）
出
土
概
要

本
稿
で
取
り
上
げ
る
学
食
食
器
は
全
て
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
北
部
、
日
吉
台
遺
跡
群
Ａ
地
区
独
立
館
地
点
で
出
土
し
た
。
こ
の
発

掘
調
査
は
、
慶
應
義
塾
創
立
一
五
〇
年
事
業
の
一
環
と
し
て
計
画
さ
れ
た
第
四
校
舎
独
立
館
建
設
に
伴
う
も
の
で
、
食
器
類
は
現

在
の
桜
並
木
ア
プ
ロ
ー
チ
と
独
立
館
の
境
界
付
近
か
ら
出
土
し
た
。
調
査
当
時
は
新
研
究
室
棟
と
綱
島
街
道
の
間
に
位
置
し
、
建

物
裏
の
人
通
り
の
少
な
い
場
所
だ
っ
た
。
当
調
査
に
お
い
て
は
基
本
的
に
近
世
以
前
を
対
象
と
し
て
お
り
、
近
現
代
は
米
軍
接
収

期
の
建
物
址
の
調
査
に
と
ど
（
18
）

ま
る
。
し
か
し
、
調
査
担
当
者
の
一
人
、
安
藤
広
道
氏
に
よ
れ
ば
、
遺
構
確
認
時
に
慶
應
義
塾
関
係

の
多
数
の
遺
構
が
発
見
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
、
そ
れ
ら
か
ら
出
土
し
た
遺
物
の
一
部
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
学
食
食
器
は
そ

日吉キャンパス出土の学食食器
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の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
群
の
存
在
は
報
告
書
で
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
当
時
の
発
掘
関
係
者
以
外

が
知
り
得
る
機
会
は
な
か
っ
た
が
、
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
春
に
慶
應
義
塾
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
モ
ン
ズ
に
て
行
わ
れ
た
展
覧

会
『
構
築
さ
れ
る
「
遺
跡
」』
に
お
い
て
展
示
さ
れ
、
日
の
目
を
見
る
に
至
（
19
）

っ
た
。
た
だ
、
発
掘
調
査
時
に
こ
れ
ら
の
資
料
の
出

土
状
況
等
に
つ
い
て
の
記
録
は
と
ら
れ
て
お
ら
ず
、
考
古
学
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
は
残
念
な
が
ら
不
明
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
詳

し
い
廃
棄
の
時
期
や
そ
の
理
由
等
を
出
土
状
況
か
ら
探
る
こ
と
は
難
し
い
。

（
2
）
観
察
所
見

食
器
素
材
は
磁
器
あ
る
い
は
メ
ラ
ミ
ン
樹
脂
素
材
で
あ
り
、
碗
、
碗
蓋
、
皿
に
分
類
で
き
る
（
図
1
・
2
、
表
1
）。

No.
1
〜
No.
9
は
共
通
し
て
磁
器
で
機
械
ロ
ク
ロ
成
形
、
畳
付
無
釉
、
No.
4
を
除
い
て
全
て
器
壁
が
四
ミ
リ
前
後
の
厚
手
の
食
器

で
あ
る
こ
と
も
共
通
す
る
。
No.
1
は
い
わ
ゆ
る
ど
ん
ぶ
（
20
）

り
碗
で
、
口
縁
部
に
緑
色
（
酸
化
ク
ロ
ム
、
以
下
略
）
の
二
重
圏
線
が
引

か
れ
、
胴
部
に
紺
で
ペ
ン
マ
ー
ク
が
描
か
れ
る
。
No.
2
は
口
縁
部
に
緑
の
二
重
圏
線
が
引
か
れ
た
端
反
碗
で
、
大
き
さ
や
形
状
か

ら
湯
吞
に
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
No.
3
は
、
No.
1
と
同
形
の
ど
ん
ぶ
り
碗
で
、
口
縁
部
に
緑
の
二
重
圏
線
が
引
か
れ
、
高
台

内
に
青
色
（
酸
化
コ
バ
ル
ト
、
以
下
略
）
で
「
梅
鮨
」
と
縦
書
き
で
記
さ
れ
て
い
る
。
No.
4
は
口
径
八
セ
ン
チ
ほ
ど
の
小
皿
で
、

見
込
に
銅
板
転
写
（
青
）
で
「
梅
鮨
」
銘
と
銀
杏
の
葉
が
描
か
れ
る
。
No.
5
は
碗
蓋
で
、
お
そ
ら
く
No.
1
や
No.
3
の
よ
う
な
形
状

の
碗
と
セ
ッ
ト
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
胴
部
に
銅
板
転
写
（
青
）
を
用
い
て
ペ
ン
マ
ー
ク
と“G

reen
house”

が
組
み
合

わ
さ
っ
た
マ
ー
ク
が
描
か
れ
る
。
No.
6
は
円
形
の
洋
皿
で
、
口
縁
部
は
吹
絵
で
紫
色
に
彩
色
さ
れ
て
お
り
、
口
縁
上
部
に
銅
板
転

写
（
紫
）
で
No.
5
と
同
じ
ペ
ン
マ
ー
ク
と“G

reen
house”

が
組
み
合
わ
さ
っ
た
マ
ー
ク
が
描
か
れ
る
。
No.
5
と
は
、
マ
ー
ク
の

文
字
の
間
隔
等
に
細
か
な
違
い
が
あ
り
、
使
用
さ
れ
た
転
写
地
は
異
な
る
。
高
台
内
中
央
に
は
菱
形
の
枠
に“M

IN
O
”

（
緑
）
と
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描
か
れ
た
裏
印
が
押
さ
れ
る
。
No.
7
は
楕
円
形
（
オ
ー
バ
ル
形
）
の
深
さ
の
あ
る
洋
皿
で
、
口
縁
部
と
見
込
に
金
色
の
圏
線
が
引

か
れ
る
。
中
央
上
部
に
は
金
色
で
円
と“G

REEN
H
O
U
SE”

が
組
み
合
わ
さ
っ
た
意
匠
が
装
飾
さ
れ
る
。
高
台
内
中
央
に
は
No.

6
と
同
じ“M

IN
O
”

印
と
そ
の
下
部
に“37.5.”

が
印
字
さ
れ
る
。
高
台
に
は
焼
成
時
の
焼
き
歪
み
防
止
の
た
め
に
長
手
方
向
に

隆
線
が
一
本
作
出
さ
れ
て
い
る
。
No.
8
・
No.
9
は
共
に
端
反
形
の
湯
吞
用
と
さ
れ
る
碗
で
、
No.
2
と
同
形
で
あ
る
。
胴
部
や
や
上

寄
り
に
青
で
No.
7
と
同
じ“G

REEN
H
O
U
SE”

マ
ー
ク
が
装
飾
さ
れ
る
。
No.
8
は
裏
印
に
No.
6
・
No.
7
と
同
じ“M

IN
O
”

印
が

押
さ
れ
、
No.
9
は
そ
の
印
の
下
部
に“37

5”

が
印
字
さ
れ
る
。

No.
10
は
メ
ラ
ミ
ン
樹
脂
製
の
皿
で
、
内
面
口
縁
部
に
慶
應
の
三
色
旗
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
青
（
紺
）
と
赤
の
帯
状
の
装
飾
が
見
ら

れ
る
。
高
台
内
に
は“SF

―71”
・“Y

A
M
A
TO

PLA
STICS

/Three
line

/M
ELA

M
IN
E
W
A
RE

/JA
PA

N
”

と
エ
ン
ボ
ス
加

工
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
下
部
に
旧
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
が
あ
る
。
高
台
部
に
は
三
箇
所
の
凹
み
が
あ
る
。

三

食
器
の
生
産
・
消
費
に
関
す
る
検
討

（
1
）
食
器
の
製
造
元

No.
6
〜
No.
9
は
菱
形
枠
に“M

IN
O
”

マ
ー
ク
の
裏
印
か
ら
、
美
濃
窯
業
株
式
会
社
（
後
の
美
濃
窯
業
製
陶
株
式
会
社
）
の
製

品
と
判
断
で
（
21
）

き
る
。
美
濃
窯
業
株
式
会
社
は
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
に
現
在
の
岐
阜
県
瑞
浪
市
で
開
業
し
、
開
業
翌
年
に
は

製
陶
部
を
設
置
し
て
陶
磁
器
生
産
を
開
始
す
る
。
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
片
倉
製
糸
紡
績
か
ら
従
業
員
宿
舎
用
と
し
て
使
用

す
る
食
器
を
受
注
し
た
こ
と
を
契
機
に
、「
集
団
給
食
用
（
22
）

食
器
」
メ
ー
カ
ー
と
し
て
製
品
の
販
路
を
広
げ
て
い
っ
た
。「
集
団
給
食

用
食
器
」
と
は
工
場
や
病
院
、
学
校
、
企
業
等
の
食
堂
で
使
わ
れ
る
食
器
の
こ
と
で
、「
商
品
一
個
ご
と
に
社
名
、
社
章
な
ど
の

日吉キャンパス出土の学食食器
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図 1 日吉台遺跡群Ａ地区独立館地点出土学食食器 実測図
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図 2 日吉台遺跡群A地区独立館地点出土学食食器 写真

日吉キャンパス出土の学食食器
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マ
ー
ク
が
入
れ
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
特
注

品
」
で
あ
り
、
大
口
の
受
注
が
基
本
で

あ
（
23
）

っ
た
。
器
壁
が
厚
く
、
素
材
的
に
も
高

強
度
な
器
で
、
口
縁
部
に
緑
の
二
重
圏
線

が
引
か
れ
た
デ
ザ
イ
ン
が
特
徴
で
あ
る
。

当
初
は
紡
績
関
係
か
ら
の
大
量
発
注
が
続

い
た
が
、
大
正
末
頃
か
ら
は
大
学
や
国
立

の
病
院
食
器
、
軍
関
係
へ
の
納
入
も
増

え
、
昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）
代
に

は
、
軍
需
工
場
や
そ
の
宿
舎
の
拡
大
に
伴

い
「
集
団
給
食
用
食
器
」
の
需
要
が
更
に

増
え
る
。
し
か
し
、
昭
和
一
八
年
（
一
九

四
三
）
一
〇
月
に
は
非
軍
事
産
業
で
あ
る

陶
磁
器
用
の
生
産
物
資
割
り
当
て
配
給
制

は
厳
し
く
な
り
、
陶
磁
器
製
造
は
休
止
と

な
っ
た
。
終
戦
直
後
に
は
平
和
産
業
と
し

て
製
陶
部
の
整
備
を
開
始
、
昭
和
二
〇
年

（
一
九
四
五
）
の
終
わ
り
に
は
「
集
団
給

使用店舗

グリーンハウス？

不明

梅寿司

梅寿司

グリーンハウス

グリーンハウス

グリーンハウス

グリーンハウス

グリーンハウス

不明

備考

摘み径 50mm

焼き歪み

焼き歪み、
底部に焼き歪み防止の凸線

（36mm）

高台部 3箇所凹み

製造元

不明

不明

不明

不明

不明

美濃窯業株式会社

美濃窯業株式会社

美濃窯業株式会社

美濃窯業株式会社

ヤマト化工
株式会社

施釉

畳付無釉

畳付無釉

畳付無釉

畳付無釉

畳付無釉

畳付無釉

畳付無釉

畳付無釉

畳付無釉

―

残存

1/4

概ね完形

完形

概ね完形

概ね完形

完形

完形

完形

完形

完形
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食
用
食
器
」
を
早
く
も
復
活
さ
せ
る
。
翌

年
に
は
進
駐
軍
用
食
器
を
大
量
受
注
す
る

が
、
国
内
向
け
製
品
に
も
注
力
し
、
昭
和

二
五
年
（
一
九
五
〇
）
頃
に
は
病
院
や
学

生
食
堂
の
受
注
も
増
え
て
い
く
。
昭
和
三

五
年
（
一
九
六
〇
）、
美
濃
窯
業
株
式
会

社
か
ら
製
陶
部
門
が
分
離
独
立
し
、「
集

団
給
食
用
食
器
」
を
は
じ
め
と
す
る
食
器

類
の
製
造
を
主
力
と
す
る
美
濃
窯
業
製
陶

株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
る
。

美
濃
窯
業
株
式
会
社
が
使
用
し
た
裏
印

に
は
、
菱
形
枠
に“M

IN
O
”

印
の
他
、

扇
子
の
意
匠
を
使
っ
た
印
が
あ
る
。
マ
ー

ク
自
体
は
ど
ち
ら
も
戦
前
の
同
社
の
カ
タ

ロ
グ
で
確
認
で
き
る
が
、
製
品
の
裏
印
と

し
て
は
、
戦
前
の
製
品
は
扇
印
が
主
流
で

あ
（
24
）

っ
た
。
裏
印
に
菱
形
印
が
使
わ
れ
る
時

期
を
め
ぐ
っ
て
は
、「
昭
和
二
〇
年
（
一

表 1 日吉台遺跡群Ａ地区独立館地点出土学食食器 観察表

装飾・文字情報（色）

外：〈下絵〉口縁二重圏線（緑）・
胴部ペンマーク（紺）

外：〈下絵〉口縁二重圏線（緑）

外：〈下絵〉口縁二重圏線（緑）・
高台部“梅鮨”（青）

内：〈下絵〉口縁部着色（青）・
銀杏の葉と“梅鮨”（青）

外：〈下絵〉ペンマークと“Green house”（青）

外：〈下絵〉高台部菱形内に“MINO”（緑）
内：〈下絵〉口縁部帯状に着色（紫）・
ペンマークと“Green house”（紫）

外：〈下絵〉高台部菱形内に“MINO”とその
下部に“37.5.”（緑）

内：〈上絵〉口縁・見込に圏線（金）・
丸に“GREEN HOUSE”（金）

外：〈下絵〉丸に“GREEN HOUSE”（青）・
高台部“MINO”（緑）

外：〈下絵〉丸に“GREEN HOUSE”（青）・
高台部“MINO 37 5”（緑）

内：口縁二重帯（赤・青）
外：高台内エンボス“SF―71”“YAMATO PLAS­

TICS / Three line / MELAMINE WARE /
JAPAN”旧 JISマーク

（ ）…復元値

装飾技法

手描き・
ゴム印判

手描き

手描き・
銅版転写？

手描き・
銅版転写

銅版転写

銅版転写・
吹絵

転写地？

ゴム印判

ゴム印判

着色

成形技法

機械ロクロ

機械ロクロ

機械ロクロ

機械ロクロ

機械ロクロ

機械ロクロ

機械ロクロ

機械ロクロ

機械ロクロ

機械

重量
（g）

124.9

111.1

453.8

48.0

184.4

376.0

693.3

122.2

143.8

234.4

口径・底径・器高
（mm）

（146）・（60）・71

88・36・49

154・59・73

80・33・23

136・―・43

206・120・25

長径 295短径 212・
209・31

90・37・54

89・35・35

431・145・19

材質

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

合成
樹脂

種
別

碗

碗

碗

皿

蓋

皿

皿

碗

碗

皿

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

日吉キャンパス出土の学食食器
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九
四
五
）
九
月
か
ら
昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
）
一
〇
月
ま
で
美
濃
窯
業
が
生
産
し
た
国
内
向
け
陶
磁
器
の
裏
印
と
し
て
使
わ
れ

て
（
25
）

い
た
」
と
の
指
摘
が
あ
り
、
菱
形
の
裏
印
を
も
つ
器
は
戦
後
の
製
品
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

大
正
八
〜
昭
和
四
〇
年
（
一
九
一
九
〜
六
五
）
頃
の
製
品
カ
タ
（
26
）

ロ
グ
か
ら
は
、
慶
應
義
塾
が
昭
和
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
美

濃
窯
業
株
式
会
社
・
美
濃
窯
業
製
陶
株
式
会
社
に
食
器
を
発
注
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
主
要
な
上
納
先
と
し
て
「
慶
應
義
塾

大
学
」
が
登
場
す
る
の
は
、
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
の
食
堂
食
器
カ
タ
ロ
グ
で
あ
る
。
昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
）
の
病
院

向
け
カ
タ
ロ
グ
に
は
「
慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
附
属
病
院
」
が
確
認
で
き
る
。
製
陶
部
門
独
立
直
後
の
昭
和
三
六
年
（
一
九
六

一
）
と
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
頃
の
製
品
カ
タ
ロ
グ
に
も
引
き
続
き
「
慶
応
大
学
」・「
慶
応
義
塾
大
学
病
院
」
と
あ
り
、
両

者
と
も
取
引
が
続
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

No.
10
は“Y

A
M
A
TO

PLA
STICS

/Three
line”

と
い
う
裏
印
が
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
か
ら
ヤ
マ
ト
化
工
株
式
会

社
の
製
品
と
特
定
で
（
27
）

き
た
。
ヤ
マ
ト
化
工
株
式
会
社
は
昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）
に
「
集
団
給
食
用
メ
ラ
ミ
ン
樹
脂
製
食
器
」

の
製
造
に
着
手
し
て
い
る
。「
ス
リ
ー
ラ
イ
ン
」
と
い
う
名
称
は
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
代
の
同
社
の
硬
質
メ
ラ
ミ
ン
給
食

食
器
等
を
扱
う
カ
タ
ロ
グ
に
確
認
で
き
、
同
誌
に
は
No.
10
の
裏
印
に
似
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
も
載
っ
て
い
る
。
な
お
、
昭
和
四
六
年

（
一
九
七
一
）
に
は
販
売
・
企
画
・
開
発
部
門
が
独
立
し
て
ス
リ
ー
ラ
イ
ン
株
式
会
社
が
発
足
す
る
。
こ
の
製
造
元
の
裏
印
の
変

遷
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

（
2
）
特
徴
的
な
デ
ザ
イ
ン
と
素
材

陶
磁
器
産
業
が
統
制
下
に
お
か
れ
た
昭
和
初
期
の
国
内
生
産
陶
磁
器
製
品
に
は
、
原
産
地
を
示
す
記
号
と
生
産
者
別
表
示
記
号

が
組
み
合
わ
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
統
制
番
号
」
を
高
台
内
に
表
示
し
た
も
の
が
あ
る
。
こ
の
裏
印
は
、
概
ね
昭
和
一
六
〜
二
一
年
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（
一
九
四
一
〜
四
六
）
頃
に
製
造
の
も
の
と
さ
れ
て
（
28
）

い
る
。
前
出
の
美
濃
窯
業
も
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
一
〇
月
に
裏
印
に

製
造
元
印
を
入
れ
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
、
統
制
番
号
「
岐
1
0
6
5
」
を
記
す
よ
う
に
な
（
29
）

っ
た
。
本
稿
で
扱
う
食
器
類
に
は
統
制

番
号
が
入
っ
た
学
食
食
器
類
は
ひ
と
つ
も
な
い
た
め
、
こ
の
頃
の
生
産
と
特
定
で
き
る
も
の
は
な
い
。
な
お
、
No.
7
と
No.
9
の
高

台
に
は
、
菱
形
枠
に“M

IN
O
”

マ
ー
ク
の
下
部
に“37

5”
“37.5.”

の
よ
う
に
数
字
が
印
字
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
印
の
類
例
と
し

て
、
広
島
大
学
霞
キ
ャ
ン
パ
ス
出
土
「
広
大
病
院
」
銘
皿
に
、
菱
形
マ
ー
ク
と
そ
の
下
部
に“30.20.”

が
印
字
さ
れ
た
も
の
が

あ
げ
ら
れ
る
が
、
印
に
つ
い
て
は
、「
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
」
と
し
つ
つ
「
統
制
番
号
の
よ
う
な
数
値
」
と
言

及
さ
（
30
）

れ
る
。
一
方
で
、
No.
7
と
No.
9
は
、
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）
以
降
に
使
用
さ
れ
る
「
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
」
銘
が
あ
る
食

器
に
同
印
が
伴
う
こ
と
か
ら
、
戦
中
の
資
料
で
は
な
い
。
数
値
が
何
を
意
味
す
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
共
通
し
て
美
濃

窯
業
製
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
製
造
ロ
ッ
ト
の
意
味
合
い
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

No.
1
〜
No.
3
の
よ
う
な
緑
の
圏
線
デ
ザ
イ
ン
の
厚
手
食
器
は
、
美
濃
窯
業
製
品
に
限
ら
ず
、
昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）
頃
の

岐
阜
県
の
瑞
浪
・
東
濃
地
域
や
愛
知
県
の
瀬
戸
地
域
の
多
く
の
メ
ー
カ
ー
で
製
造
さ
（
31
）

れ
た
。
伝
世
品
や
各
地
で
出
土
す
る
同
デ
ザ

イ
ン
の
食
器
類
に
は
No.
1
〜
No.
3
・
No.
5
・
No.
8
・
No.
9
と
同
じ
器
形
の
も
の
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
は
統
制
番
号
が
伴
う
も

の
も
多
く
、
こ
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
の
食
器
を
指
す
言
葉
と
考
え
ら
れ
る
「
国
民
食
器
」
と
い
う
呼
称
も
昭
和
一
八
年
（
一
九
四

三
）
頃
に
は
確
認
で
（
32
）

き
る
。
こ
の
デ
ザ
イ
ン
を
持
つ
器
の
詳
し
い
初
現
期
は
分
か
っ
て
お
ら
ず
、
生
産
期
間
を
検
討
し
た
沼
崎
陽

氏
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
美
濃
窯
業
で
初
め
て
集
団
用
食
器
を
受
注
し
た
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
か
ら
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争

を
通
じ
、「
戦
後
の
一
時
期
（
33
）

ま
で
」
生
産
さ
（
34
）

れ
た
。
同
氏
は
、
下
限
年
代
に
つ
い
て
「
集
団
給
食
用
食
器
」
と
し
て
メ
ラ
ミ
ン
食

器
が
普
及
す
る
と
「
二
本
線
の
陶
磁
器
は
消
滅
」
し
た
と
推
測
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
食
器
類
の
転
換
が
「
昭
和
三
九
年
（
一
九

六
四
）
以
降
、
使
用
者
側
で
漸
次
行
わ
れ
た
」
可
能
性
を
指
摘
（
35
）

す
る
。
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素
材
と
い
う
観
点
で
は
、
食
堂
で
使
わ
れ
る
食
器
類
が
陶
磁
器
製
か
ら
メ
ラ
ミ
ン
樹
脂
製
に
変
化
す
る
時
期
を
捉
え
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。
メ
ラ
ミ
ン
樹
脂
製
の
食
器
は
、
大
学
に
限
ら
ず
全
国
の
食
堂
で
一
般
に
広
く
普
及
し
て
い
る
が
、
元
々
は
ス
イ
ス

の
Ｃ
Ｉ
Ｂ
Ａ
社
が
一
九
三
八
年
に
基
本
特
許
を
取
得
し
た
製
造
技
術
で
あ
り
、
国
内
で
は
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
代
頃
に
Ｃ

Ｉ
Ｂ
Ａ
社
の
一
連
の
特
許
が
切
れ
る
と
共
に
、
様
々
な
製
品
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
（
36
）

な
る
。
No.
10
の
製
造
元
で
あ
る
ヤ
マ
ト
化
工

株
式
会
社
に
よ
れ
ば
、
日
本
国
内
で
は
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
頃
か
ら
こ
の
素
材
が
食
器
に
使
用
さ
れ
始
め
、
昭
和
四
〇
年

（
一
九
六
五
）
代
に
絵
付
技
術
の
確
立
と
共
に
集
団
用
食
器
と
し
て
急
速
に
需
要
が
拡
大
し
た
と
の
こ
と
で
（
37
）

あ
る
。
美
濃
窯
業
製

陶
株
式
会
社
も
昭
和
三
七
〜
四
一
年
（
一
九
六
二
〜
六
六
）
頃
に
は
自
社
で
は
製
造
で
き
な
い
化
学
食
器
や
外
注
仕
入
れ
の
陶
磁

器
が
増
加
、
他
に
も
銀
器
や
ガ
ラ
ス
等
の
多
品
種
化
が
（
38
）

進
む
。「
化
学
食
器
」
は
メ
ラ
ミ
ン
樹
脂
等
の
合
成
樹
脂
を
使
っ
た
食
器

を
指
す
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
か
ら
、
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
代
後
半
か
ら
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
代
前
半

頃
が
食
堂
食
器
の
素
材
の
転
換
期
と
捉
え
ら
れ
る
。

（
3
）
食
器
を
使
用
し
た
食
堂

No.
3
・
No.
4
は
、
食
器
に
記
さ
れ
た
文
字
に
よ
っ
て
梅
寿
司
で
使
用
さ
れ
て
い
た
食
器
と
特
定
で
き
る
。
梅
寿
司
の
食
器
に
関

す
る
資
料
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
慶
應
義
塾
保
管
の
契
約
関
係
書
類
か
ら
は
、
昭
和
四
六
年
（
一
九
七
一
）
に
は
「
寿
司
、
ち
ら

し
、
鉄
火
巻
、
鉄
火
丼
、
天
丼
」
等
が
提
供
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
梅
寿
司
の
鉄
火
丼
は
、
筆
者
が
学
食
食
器
を
調
査
す

る
過
程
で
も
複
数
の
卒
業
生
が
記
憶
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
、
昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）
卒
業
の
宮
本
隆
治
氏
に
よ

る
回
想
も
（
39
）

あ
る
。
営
業
期
間
を
通
じ
て
メ
ニ
ュ
ー
の
改
変
が
無
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
No.
3
の
ど
ん
ぶ
り
碗
は
鉄
火
丼
や
天
丼
と

い
っ
た
丼
物
用
だ
っ
た
と
考
え
て
い
い
。
No.
4
は
そ
の
形
状
・
大
き
さ
か
ら
醬
油
皿
や
薬
味
入
れ
に
使
わ
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
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る
。
な
お
、
No.
3
の
店
名
は
底
部
に
あ
る
た
め
、
使
用
時
に
は
目
に
入
る
こ
と
が
な
い
。
こ
の
銘
の
位
置
は
、
他
の
食
堂
食
器
と

混
同
し
な
い
よ
う
に
あ
る
も
の
、
あ
る
い
は
寿
司
屋
特
有
の
器
の
返
却
を
伴
う
出
前
販
売
と
の
関
係
が
う
か
が
え
る
。

No.
5
〜
No.
9
は
食
器
に
記
さ
れ
た
文
字
に
よ
っ
て
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
で
使
用
さ
れ
た
食
器
と
わ
か
る
。
日
吉
移
転
か
ら
間
も
な

い
頃
の
食
堂
を
写
し
た
と
推
測
さ
れ
る
モ
ノ
ク
ロ
（
40
）

写
真
に
は
、
文
様
ま
で
は
特
定
で
き
な
い
も
の
の
、
No.
8
・
No.
9
と
同
形
の
湯

吞
碗
、
No.
6
と
同
形
の
洋
皿
が
映
り
込
ん
で
い
る
。
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
の
社
史
で
は
、
食
器
に
も
幾
つ
か
の
言
及
が
あ
る
。
戦
後

間
も
な
い
時
期
の
登
戸
仮
校
舎
の
食
堂
で
は
、
旧
陸
軍
が
使
っ
て
い
た
ア
ル
マ
イ
ト
製
食
器
を
使
用
（
41
）

し
た
。
日
吉
へ
食
堂
が
移
転

し
た
後
は
、「
慶
應
マ
ー
ク
」
を
入
れ
た
陶
器
製
の
食
器
を
使
用
し
て
お
り
、「
記
念
と
称
し
て
、
持
ち
去
ら
れ
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
で
あ
っ
た
」
た
め
、
困
っ
て
い
た
と
回
想
さ
れ
て
（
42
）

い
る
。
前
後
の
内
容
か
ら
、
慶
應
マ
ー
ク
の
食
器
が
使
用
さ
れ
て
い
た
の

は
、
日
吉
に
移
転
し
た
昭
和
二
五
〜
三
〇
年
（
一
九
五
〇
〜
五
五
）
代
頃
と
推
定
さ
れ
る
。
社
史
で
は
、
食
堂
で
購
入
し
た
食
事

を
屋
上
で
と
る
者
も
お
り
、
食
堂
外
で
食
器
が
置
か
れ
た
ま
ま
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
た
め
、
後
始
末
に
苦
労
し
た
こ
と
も
触
れ

ら
れ
て
（
43
）

い
る
。「
慶
應
マ
ー
ク
」
に
対
す
る
詳
し
い
説
明
は
な
い
が
、
一
般
的
な
慶
應
の
マ
ー
ク
と
い
え
ば
ペ
ン
マ
ー
ク
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
No.
1
の
よ
う
な
ペ
ン
マ
ー
ク
入
り
の
食
器
が
こ
れ
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
食
器
に
み
ら
れ
る
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
の
ロ
ゴ
に
は
No.
5
・
No.
6
の
よ
う
に
ペ
ン
マ
ー
ク
と
組
み
合
わ
さ
っ
た
ロ
ゴ
と
、

No.
7
〜
No.
9
に
使
わ
れ
た
円
形
の
ロ
ゴ
の
二
種
類
あ
る
。
後
者
は
昭
和
四
六
年
（
一
九
七
一
）
に
採
用
さ
れ
た
ロ
ゴ
で
あ
（
44
）

る
が
、

昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
）
頃
の
会
社
案
内
や
昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
）
に
創
刊
し
た
社
内
報
に
も
同
様
の
ロ
ゴ
が
使
用
さ
れ

て
（
45
）

お
り
、
正
式
ロ
ゴ
と
し
て
採
用
さ
れ
る
以
前
か
ら
社
内
で
は
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
、
社
史
に
て
昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
の
主
な
メ
ニ
ュ
ー
に
「
か
つ
、
コ
ロ
ッ
ケ
、
ハ
ム
サ
ラ
ダ
、

サ
ラ
ダ
、
ハ
ン
バ
ー
グ
、
ハ
ム
エ
ッ
グ
、
カ
レ
ー
、
ラ
イ
ス
、
ラ
ー
メ
ン
」、
喫
茶
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
「
コ
ー
ヒ
ー
、
牛
乳
、
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シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
、
ド
ー
ナ
ツ
、
お
し
る
こ
、
氷
水
」
を
提
供
し
て
い
た
と
記
さ
（
46
）

れ
る
。
慶
應
義
塾
保
管
の
契
約
関
係
書
類
に
み

ら
れ
る
昭
和
四
六
年
（
一
九
七
一
）
の
メ
ニ
ュ
ー
で
は
、「
Ａ
ラ
ン
チ
、
Ｂ
ラ
ン
チ
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
ン
チ
」
と
い
っ
た
内
容
が

不
明
な
も
の
か
ら
、「
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
ラ
ー
メ
ン
、
ハ
ン
バ
ー
グ
ラ
イ
ス
、
カ
ツ
丼
」
等
多
種
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
が
提
供
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
仮
に
No.
1
が
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
の
食
器
で
あ
れ
ば
、
カ
ツ
丼
等
の
丼
物
あ
る
い
は
ラ
ー
メ
ン
に
使
わ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
No.
5
は
No.
1
の
よ
う
な
形
状
の
ど
ん
ぶ
り
碗
に
伴
う
蓋
で
あ
る
。
No.
6
の
洋
皿
に
は
、
先
述
の
写
真
で
同
形

の
皿
に
ラ
イ
ス
や
お
か
ず
が
盛
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
で
活
躍
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
No.
7
は
No.
6
に
比
べ

る
と
や
や
大
ぶ
り
で
あ
り
、
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
は
ハ
ン
バ
ー
グ
ラ
イ
ス
や
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
等
が
想
定
さ
（
47
）

れ
る
。

No.
10
は
食
堂
こ
そ
特
定
で
き
な
い
も
の
の
、
使
用
の
様
子
が
う
か
が
え
る
写
真
が
あ
る
。『
塾
』
二
九
三
号
の
慶
應
義
塾
学
食

特
集
に
て
「
一
九
八
六
年
頃
の
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
い
う
解
説
と
共
に
、
食
堂
棟
と
思
わ
れ
る
場
所
で
学
生
が
食
事
す
る
姿
の

写
真
が
載
っ
て
い
る
。
モ
ノ
ク
ロ
写
真
の
た
め
確
証
は
得
ら
れ
な
い
も
の
の
、
こ
の
写
真
に
は
No.
10
と
同
形
同
文
様
と
み
ら
れ
る

皿
に
ご
飯
が
盛
ら
れ
て
い
る
様
子
が
（
48
）

写
る
。

と
こ
ろ
で
、
慶
應
義
塾
保
管
の
契
約
資
料
に
は
、
食
器
に
関
わ
る
記
録
が
一
切
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
梅
寿
司
、
グ
リ
ー
ン
ハ

ウ
ス
は
、
い
ず
れ
も
契
約
書
に
食
堂
を
営
業
す
る
施
設
お
よ
び
営
業
に
必
要
な
什
器
、
備
品
等
を
慶
應
義
塾
か
ら
貸
与
す
る
と
あ

り
、
貸
与
し
た
什
器
や
備
品
の
リ
ス
ト
が
付
属
す
る
が
、
こ
れ
ら
リ
ス
ト
に
食
器
は
全
く
見
当
た
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
食
器
類
は

食
堂
業
者
自
ら
が
調
達
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
先
述
の
美
濃
窯
業
の
カ
タ
ロ
グ
に
記
載
さ
れ
た
「
慶
應
義
塾
大
学
」
に
は
、
こ

う
し
た
食
堂
業
者
が
発
注
し
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
に
慶
應
義
塾
が
直
接
経
営
し
た
食
堂

は
、
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
西
校
舎
に
て
昭
和
三
七
〜
平
成
三
年
（
一
九
六
二
〜
九
一
）
に
営
業
し
た
一
軒
の
み
で
（
49
）

あ
り
、
製
品
カ

タ
ロ
グ
で
名
前
が
確
認
で
き
る
時
期
と
必
ず
し
も
整
合
し
な
い
。
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（
4
）
他
の
キ
ャ
ン
パ
ス
・
大
学
の
事
例

慶
應
義
塾
で
は
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
の
調
査
に
お
い
て
も
一
括
廃
棄
さ
れ
た
食
器
類
が
出
土
し
て
（
50
）

い
る
。
こ
れ
ら
は
昭
和
七
〜

一
九
年
（
一
九
三
二
〜
四
四
）
に
か
け
て
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
の
食
養
研
究
所
で
使
用
さ
れ
て
い
た
食
器
と
推
察
さ
れ
て
い

る
。
関
係
者
の
回
想
録
に
は
、
戦
局
が
厳
し
く
な
る
と
、
将
来
に
備
え
て
食
器
類
を
中
庭
に
埋
め
た
と
い
う
証
言
が
（
51
）

あ
り
、
出
土

品
も
こ
れ
に
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
出
土
食
器
に
は
緑
の
二
重
圏
線
デ
ザ
イ
ン
で
器
壁
が
厚
い
食
器
が
多
量
に
含
ま
れ
て

お
り
、
ど
ん
ぶ
り
碗
や
碗
蓋
、
湯
吞
碗
、
洋
皿
等
の
器
形
は
日
吉
出
土
食
器
と
類
似
す
る
が
、
そ
の
多
く
に
は
統
制
番
号
が
印
字

さ
れ
て
い
る
。
慶
應
義
塾
や
特
定
の
学
食
店
舗
を
表
す
マ
ー
ク
や
銘
が
入
っ
た
も
の
が
み
ら
れ
な
い
点
も
注
目
さ
れ
る
。

東
京
大
学
で
は
三
鷹
国
際
学
生
宿
舎
を
建
設
す
る
際
の
調
査
か
ら
、
食
堂
食
器
が
一
括
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
（
52
）

い
る
。
同
地
点
に

は
、
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
頃
に
、
東
京
大
学
の
学
生
寮
と
食
堂
施
設
が
建
設
さ
れ
て
お
り
、
出
土
し
た
食
器
類
は
こ
の
食

堂
に
関
わ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
食
器
に
は
No.
1
・
No.
3
と
同
形
で
緑
の
二
重
圏
線
デ
ザ
イ
ン
の
ど
ん
ぶ
り
碗
も
複
数
含
ま
れ

る
。
こ
れ
ら
に
は
、
昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）
に
設
立
す
る
東
京
帝
国
大
学
協
同
組
合
の
マ
ー
ク
が
描
か
れ
て
お
り
、
菱
形
枠

に“M
IN
O
”

マ
ー
ク
の
裏
印
が
押
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
戦
後
の
発
注
品
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
同
地
点
出
土

遺
物
に
は
、
磁
器
製
ど
ん
ぶ
り
碗
と
同
形
の
メ
ラ
ミ
ン
樹
脂
製
ど
ん
ぶ
り
碗
の
破
片
も
あ
る
。
異
素
材
同
形
碗
の
時
期
差
に
つ
い

て
は
出
土
コ
ン
テ
ク
ス
ト
も
踏
ま
え
た
検
討
が
必
要
だ
が
、
ひ
と
つ
の
食
堂
に
お
い
て
異
な
る
素
材
の
同
形
ど
ん
ぶ
り
碗
が
使
用

さ
れ
て
い
た
こ
と
は
集
団
食
器
の
生
産
・
消
費
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。
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四

考
察

（
1
）
生
産
年
代
の
検
討

No.
1
は
、
製
造
元
は
不
明
、
使
用
し
た
食
堂
に
つ
い
て
確
証
は
得
ら
れ
な
い
も
の
の
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
の
可
能
性
が
あ
る
。

本
資
料
は
底
部
が
わ
ず
か
に
し
か
残
存
し
て
い
な
い
た
め
、
厳
密
に
は
統
制
番
号
含
め
裏
印
の
有
無
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

も
踏
ま
え
、
緑
の
二
重
圏
線
デ
ザ
イ
ン
の
生
産
期
間
と
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
校
年
か
ら
昭
和
九
〜
四
〇
年
（
一
九
三
四
〜
六
五
）
頃

の
生
産
と
推
定
、
仮
に
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
の
食
器
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
昭
和
二
五
〜
四
〇
年
（
一
九
五
〇
〜
六
五
）
頃
に
時
期
を

絞
る
こ
と
が
で
き
る
。

No.
2
は
、
裏
印
が
な
く
、
製
造
元
、
使
用
し
た
食
堂
い
ず
れ
も
不
明
で
あ
る
。
緑
の
二
重
圏
線
デ
ザ
イ
ン
の
生
産
期
間
と
キ
ャ

ン
パ
ス
の
開
校
年
か
ら
昭
和
九
〜
四
〇
年
（
一
九
三
四
〜
六
五
）
頃
の
生
産
と
推
定
さ
れ
る
。

No.
3
は
、
製
造
元
は
不
明
、
梅
寿
司
で
使
用
さ
れ
た
食
器
で
あ
る
。
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
梅
寿
司
の
開
業
期
間
は
日
吉

接
収
解
除
後
か
ら
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
と
推
定
さ
れ
る
が
、
銘
の
位
置
か
ら
は
出
前
用
の
食
器
の
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
食

器
自
体
は
武
蔵
新
田
に
店
を
構
え
た
時
代
か
ら
の
使
用
も
想
定
で
き
る
。
緑
の
二
重
圏
線
デ
ザ
イ
ン
の
生
産
期
間
も
考
慮
す
る

と
、
大
正
期
〜
昭
和
四
〇
年
（
一
九
一
二
〜
六
五
）
頃
の
生
産
と
推
定
さ
れ
る
。

No.
4
は
、
製
造
元
は
不
明
、
梅
寿
司
で
使
用
さ
れ
た
食
器
で
あ
る
。
デ
ザ
イ
ン
含
め
、
生
産
年
代
の
決
定
打
と
な
る
情
報
が
な

く
、
No.
3
同
様
に
武
蔵
新
田
時
代
か
ら
の
使
用
も
想
定
さ
れ
る
。
梅
寿
司
の
武
蔵
新
田
に
お
け
る
営
業
開
始
期
は
不
明
で
あ
る

が
、
概
ね
大
正
期
（
一
九
一
二
）
以
降
の
生
産
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
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No.
5
は
、
製
造
元
は
不
明
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
で
使
用
さ
れ
た
食
器
で
あ
る
。
器
形
と
し
て
は
戦
前
か
ら
生
産
さ
れ
た
ど
ん
ぶ

り
碗
蓋
の
形
状
で
あ
る
が
、
圏
線
デ
ザ
イ
ン
は
配
さ
れ
て
い
な
い
。「
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
」
の
名
称
が
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）

三
月
に
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
生
産
時
期
も
そ
れ
以
降
で
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
代
前
半

に
は
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
独
自
で
設
定
し
た
円
形
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
使
用
が
社
内
資
料
で
目
立
つ
こ
と
か
ら
、
No.
5
の
よ
う
に
ペ
ン

マ
ー
ク
を
組
み
合
わ
せ
た
デ
ザ
イ
ン
は
そ
れ
以
前
の
生
産
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
以
上
か
ら
、
昭
和
二
九
年
三
月
〜
四
〇
年

（
一
九
五
四
〜
六
五
）
頃
の
生
産
と
推
定
さ
れ
る
。

No.
6
は
美
濃
窯
業
株
式
会
社
あ
る
い
は
美
濃
窯
業
製
陶
株
式
会
社
の
製
造
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
の
食
堂
で
使
用
さ
れ
た
食
器
で

あ
る
。
No.
5
と
同
様
に
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
の
名
称
決
定
時
期
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
変
遷
か
ら
見
て
、
昭
和
二
九
年
三
月
〜
四
〇
年

（
一
九
五
四
〜
六
五
）
頃
の
生
産
と
推
定
さ
れ
る
。

No.
7
・
No.
8
・
No.
9
は
美
濃
窯
業
株
式
会
社
あ
る
い
は
美
濃
窯
業
製
陶
株
式
会
社
の
製
造
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
で
使
用
さ
れ
た

食
器
で
あ
る
。
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
代
前
半
頃
か
ら
社
内
資
料
で
使
用
が
目
立
つ
円
形
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
頃
の
生
産
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
メ
ラ
ミ
ン
樹
脂
製
食
器
へ
の
転
換
期
を
考
慮
す
る
と
、
生
産
時
期
は
昭
和
三
〇
年

（
一
九
五
五
）
代
ま
で
遡
る
可
能
性
が
あ
る
。

No.
10
は
製
造
元
が
ヤ
マ
ト
化
工
株
式
会
社
、
使
用
し
た
食
堂
は
不
明
で
あ
る
。
三
色
旗
の
色
を
彷
彿
と
さ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
か
ら

は
慶
應
専
用
の
食
器
と
し
て
注
文
生
産
し
た
も
の
と
わ
か
る
。
素
材
の
転
換
期
と
製
造
元
の
「
集
団
給
食
用
メ
ラ
ミ
ン
樹
脂
製
食

器
」
の
製
造
の
開
始
時
期
か
ら
早
く
と
も
昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）
の
生
産
と
推
定
さ
れ
る
。
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（
2
）
廃
棄
に
関
わ
る
検
討

本
稿
で
扱
う
資
料
群
は
出
土
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
失
わ
れ
て
お
り
、
一
括
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
た
め
廃
棄
年
代
の
推
定
が
難

し
い
。
た
だ
し
、
前
項
ま
で
に
検
討
し
た
結
果
、
多
く
の
資
料
が
戦
後
の
所
産
で
あ
り
、
戦
前
生
産
の
可
能
性
が
あ
る
梅
寿
司
の

食
器
に
つ
い
て
も
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
移
転
し
て
き
た
時
期
が
戦
後
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
大
半
の
食
器
は
戦
後
の
廃
棄
と
推

定
さ
れ
る
。
戦
後
の
出
土
地
点
の
土
地
利
用
を
振
り
返
る
と
、
ど
の
時
期
も
キ
ャ
ン
パ
ス
の
周
縁
部
か
つ
建
物
の
裏
手
に
あ
た
る

人
通
り
の
少
な
い
場
所
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
ど
の
食
堂
と
も
離
れ
た
場
所
で
あ
り
、
廃
棄
の
経
緯
を
食
堂
と
出
土
地
点
の
位

置
関
係
か
ら
推
測
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

（
3
）
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
出
土
資
料
か
ら
み
る
学
食
食
器
デ
ザ
イ
ン
の
変
化
時
期

グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
と
特
定
で
き
る
食
器
は
、
No.
1
の
ペ
ン
マ
ー
ク
ど
ん
ぶ
り
碗
も
含
め
れ
ば
、
緑
の
二
重
圏
線
デ
ザ
イ
ン
↓
ペ

ン
マ
ー
ク
に
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
ロ
ゴ
↓
円
形
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
ロ
ゴ
、
の
順
で
生
産
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

の
名
称
が
装
飾
さ
れ
た
食
器
類
は
、
器
厚
や
器
形
は
そ
れ
以
前
か
ら
あ
る
い
わ
ゆ
る
「
集
団
給
食
用
食
器
」
の
特
徴
を
有
し
て
い

る
も
の
の
、
緑
の
圏
線
デ
ザ
イ
ン
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。
英
語
の
意
匠
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
彩
色
も
豊
か
で
あ
る
。
先
行
研
究

で
は
、
デ
ザ
イ
ン
変
化
の
契
機
に
食
器
に
使
わ
れ
る
素
材
の
変
化
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
（
53
）

い
る
が
、
当
食
堂
の
食
器
類
か
ら
は
素

材
変
化
よ
り
先
に
デ
ザ
イ
ン
の
変
化
が
あ
っ
た
と
う
か
が
え
る
。
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、
名
称
の
採
用
時
期
が
昭
和
二

九
年
（
一
九
五
四
）
三
月
と
明
確
に
わ
か
っ
て
お
り
、
デ
ザ
イ
ン
の
変
化
期
の
上
限
と
し
て
も
こ
の
時
期
を
捉
え
ら
れ
る
。
こ
の

事
例
が
食
堂
食
器
全
体
の
動
向
と
評
価
す
る
に
は
早
計
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
慶
應
義
塾
に
お
い
て
は
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
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四
）
以
降
に
素
材
や
器
形
は
従
来
の
ま
ま
、
食
堂
食
器
の
デ
ザ
イ
ン
が
変
化
し
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
菱
形
枠
に“M

IN
O
”

マ
ー
ク
の
裏
印
に
つ
い
て
は
、
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
出
土
資
料
に
お
い
て
は
い
ず
れ
も
グ
リ
ー
ン

ハ
ウ
ス
の
食
器
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
戦
後
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
従
来
の
見
解
と
一
致
す
る
。

五

ま
と
め
と
課
題

本
稿
で
は
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
出
土
し
た
か
つ
て
の
学
食
食
器
に
注
目
し
、
慶
應
義
塾
史
、
そ
し
て
陶
磁
器
生
産
史
の
観
点

か
ら
情
報
の
整
理
を
試
み
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
設
さ
れ
る
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
以
降
、
と
り
わ
け
戦

後
か
ら
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
代
に
生
産
・
使
用
さ
れ
て
い
た
食
器
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
食
堂
業
者
が
食
堂
用
食
器
の

メ
ー
カ
ー
に
慶
應
独
自
の
デ
ザ
イ
ン
を
あ
し
ら
っ
た
食
器
を
発
注
し
て
い
た
様
子
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
独
自
の
デ
ザ
イ
ン
を
採

用
す
る
一
方
で
、
形
態
や
意
匠
に
他
の
集
団
用
食
器
と
共
通
点
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
は
、
規
格
生
産
品
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
も
示
唆
さ
れ
た
。
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
食
器
か
ら
は
、
緑
の
圏
線
デ
ザ
イ
ン
食
器
か
ら
メ
ラ
ミ
ン
樹
脂
製
食
器
へ
の
移

行
期
に
は
、
従
来
の
器
形
に
、
文
様
の
み
変
更
し
た
器
の
生
産
が
あ
っ
た
と
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
ひ
と
つ
の
成
果
に
な
っ
た
と

考
え
て
い
る
。

一
方
、
課
題
を
三
点
挙
げ
て
お
き
た
い
。
一
点
目
は
廃
棄
の
経
緯
を
ど
の
よ
う
に
明
ら
か
に
す
る
か
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
出

土
学
食
食
器
の
大
半
が
戦
後
の
廃
棄
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
に
し
た
が
、
詳
し
い
廃
棄
の
年
代
も
含
め
て
、
そ
の
経
緯
は
不
明
の

ま
ま
で
あ
る
。
廃
棄
を
考
え
る
上
で
は
、
食
器
類
が
同
時
に
廃
棄
さ
れ
た
も
の
か
、
個
別
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
廃
棄
さ
れ
た
も
の
か

ど
う
か
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
出
土
地
点
に
直
接
廃
棄
さ
れ
た
の
か
、
他
の
場
所
で
廃
棄
さ
れ
た
も
の
が
何
ら
か
の
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経
緯
で
移
動
し
て
き
た
の
か
と
い
う
点
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
食
堂
を
め
ぐ
る
史
料
は
塾
内
外
を
問
わ
ず
ま
だ
存
在
し

て
い
る
。
さ
ら
な
る
聞
き
取
り
調
査
や
写
真
（
54
）

資
料
と
の
照
合
を
進
め
る
こ
と
で
、
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。
二
点
目
に
、
日
吉
キ
ャ

ン
パ
ス
の
食
堂
史
に
つ
い
て
、
位
置
関
係
や
提
供
メ
ニ
ュ
ー
、
客
層
な
ど
よ
り
詳
し
く
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
キ
ャ

ン
パ
ス
内
の
食
堂
の
位
置
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
第
一
節
第
二
項
に
て
可
能
な
範
囲
で
の
情
報
整
理
を
行
っ
た
が
、
慶
應
義
塾
関

係
者
の
回
想
に
拠
る
と
こ
ろ
も
大
き
く
、
不
明
な
点
も
多
い
。
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
食
堂
の
歩
み
を
知
る
た
め
に
は
、
一
点
目
に

挙
げ
た
課
題
と
同
様
に
、
さ
ら
な
る
情
報
収
集
が
求
め
ら
れ
る
。
三
点
目
は
、
製
造
元
へ
の
調
査
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
美
濃
窯

業
製
陶
株
式
会
社
社
史
に
は
歴
代
の
製
品
カ
タ
ロ
グ
の
一
部
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
全
体
を
把
握
す
る
た
め
に
は
実
物
の
閲
覧

は
欠
か
せ
な
い
。
ま
た
、
第
三
節
第
三
項
に
て
食
器
類
の
手
配
は
基
本
的
に
食
堂
側
が
行
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
製
品

カ
タ
ロ
グ
に
は
大
学
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
大
学
の
関
与
の
度
合
い
も
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

筆
者
は
こ
の
学
食
食
器
の
調
査
を
き
っ
か
け
に
、
幾
人
か
の
卒
業
生
か
ら
学
食
に
関
す
る
様
々
な
話
を
聞
く
こ
と
と
な
っ
た
。

時
に
は
、
こ
れ
ら
の
食
器
を
見
て
も
ら
い
、
見
覚
え
が
あ
る
か
ど
う
か
を
伺
う
機
会
を
得
た
が
、
食
器
に
見
覚
え
が
あ
る
方
は
い

な
か
っ
た
。
学
食
で
使
用
し
て
い
る
食
器
は
記
憶
に
残
り
に
く
い
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
翻
っ
て
自
身
の
こ
と
と
し
て
考
え

て
み
る
と
、
現
在
の
学
生
食
堂
で
使
用
さ
れ
て
い
る
食
器
を
深
く
記
憶
で
き
て
い
る
自
信
が
な
い
。
聞
き
取
り
調
査
か
ら
食
器
の

具
体
的
な
時
期
を
検
討
す
る
上
で
の
難
し
さ
が
垣
間
見
え
る
出
来
事
だ
っ
た
。
一
方
で
、
こ
の
食
器
を
起
点
と
し
て
、
当
時
の
学

食
の
雰
囲
気
に
つ
い
て
、
様
々
な
思
い
出
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
食
器
そ
の
も
の
を
記
憶
し
て
い
な
く
と
も
、
実
際
に
使
わ
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れ
て
い
た
食
器
〈
モ
ノ
〉
に
触
れ
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
憶
が
想
起
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
モ
ノ
を
起
点
と
す
る
歴
史

研
究
の
意
味
の
一
端
を
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
の
足
元
に
は
慶
應
義
塾
の
歩
み
が
層
を
成
し
て
残
っ
て
い
る
。
本
稿
が
、
今
後
の
慶
應
義
塾
構
内
の
発
掘
調
査
と

塾
史
研
究
と
を
よ
り
深
く
結
び
つ
け
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

〔
付
記
〕本

研
究
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
次
世
代
研
究
者
挑
戦
的
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ムJPM

JSP2123

お
よ
び
二
〇
二
四
年
度
潮
田
記
念
基
金
に
よ
る
博
士
課
程

学
生
研
究
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
支
援
を
受
け
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
以
下
の
方
々
に
資
料
提
供
お
よ
び
ご
指
導
・
ご

教
示
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
順
不
同
、
敬
称
略
）
安
藤
広
道

井
畝
良
太

小
林
寬
子

櫻
井
準
也

繁

森
隆

栩
木
真

長
佐
古
真
也

中
野
高
久

濵
田
直
孝

堀
内
秀
樹

渡
辺
丈
彦

慶
應
義
塾
大
学
日
吉
運
営
サ
ー
ビ
ス
担
当
総
務

東

京
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
室

新
宿
区
文
化
観
光
産
業
部
文
化
観
光
課

註（
1
）
発
掘
調
査
で
は
調
査
ご
と
に
調
査
の
対
象
を
協
議
し
て
決
定
し
て
お
り
、
特
に
近
現
代
（
明
治
以
降
）
の
痕
跡
は
調
査
対
象
に
な
ら
な

い
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
慶
應
義
塾
の
発
掘
に
お
け
る
対
象
の
選
択
に
つ
い
て
は
慶
應
義
塾
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
モ
ン
ズ
展
覧
会
『
構
築

さ
れ
る
「
遺
跡
」』（
安
藤
広
道
・
本
間
友
・
長
谷
川
紫
穂
・
山
田
桂
子
編
『
カ
タ
ロ
グ

構
築
さ
れ
る
「
遺
跡
」：

K
eM

Co

建
設
で
発
掘

し
た
も
の
・
し
な
か
っ
た
も
の
』
慶
應
義
塾
大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
モ
ン
ズ

二
〇
二
三
年
）
や
同
展
示
に
関
す
る
論
考
、
岩
浪
雛

子
・
畑
中
乃
咲
佳
・
山
口
舞
桜
「
問
い
か
け
、
対
話
す
る
考
古
学
展
示：

『
構
築
さ
れ
る
「
遺
跡
」』
展
が
目
指
し
た
も
の
」『The
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K
eM

Co
Review

』（
二
）
七
七
―
九
三
頁

二
〇
二
四
年
で
詳
述
し
て
い
る
。

（
2
）
慶
応
義
塾
大
学
経
済
学
部
白
井
研
究
会
編
『
慶
応
義
塾
消
費
組
合
史
』
慶
應
通
信

一
九
九
〇
年
、
慶
応
義
塾
史
事
典
編
集
委
員
会
編

『
慶
応
義
塾
史
事
典

慶
応
義
塾
一
五
〇
年
史
資
料
集

別
巻
Ⅰ
』
慶
応
義
塾

二
〇
〇
八
年
、
大
澤
輝
嘉
「
学
食
の
変
遷
」『
慶
應
義
塾

歴
史
散
歩

キ
ャ
ン
パ
ス
編
』
一
八
九
―
一
九
三
頁

二
〇
一
七
年
、
渡
部
淳
編
「
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

慶
應
義
塾
の
�
学
食
�
今
昔
」

『
塾
』（
二
五
四
）
三
八
―
三
九
頁

二
〇
〇
七
年
、
高
野
泰
彦
編
「
特
集：

義
塾
の
学
食

〜
い
ま
・
む
か
し
〜
」『
塾
』（
二
九
三
）
二

―
七
頁

二
〇
一
七
年

（
3
）
石
丸
恵
利
子
・
大
近
美
穂
・
西
口
祐
子
「
広
島
大
学
霞
キ
ャ
ン
パ
ス
出
土
の
�
広
大
病
院
�
食
器
」『
広
島
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
研

究
紀
要
』（
六
）
七
一
―
九
五
頁

二
〇
一
五
年
、
田
尻
義
了
「
九
州
帝
國
大
學
付
属
醫
院
跡
出
土
の
病
院
食
器
に
関
す
る
考
古
学
的
研

究
」『
考
古
学
は
科
学
か

田
中
良
之
先
生
追
悼
論
文
集
（
下
巻
）』
一
〇
二
三
―
一
〇
三
六
頁

二
〇
一
六
年
、
笹
川
尚
紀
『
京
都
大
学

総
合
博
物
館

二
〇
一
九
年
度
特
別
展

文
化
財
発
掘
Ⅵ
―
―
幕
末
・
近
代
の
出
土
文
字
資
料
』
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
附
属
文

化
遺
産
学
・
人
文
知
連
携
セ
ン
タ
ー

二
〇
二
〇
年
、
北
海
道
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
『
北
海
道
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン

タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
第
40
号
』
北
海
道
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

二
〇
二
二
年

（
4
）
前
掲
註
（
3
）
北
海
道
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

二
〇
二
二：

三
頁

（
5
）
慶
應
義
塾

福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
慶
応
義
塾
年
表：

創
立
百
二
十
五
年
』
慶
應
義
塾

一
九
八
五
年：

八
二
―
八
三
頁

（
6
）
戦
後
の
日
吉
の
食
堂
に
つ
い
て
は
、
繁
森
隆
氏
、
濵
田
直
孝
氏
、
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
運
営
サ
ー
ビ
ス
担
当
総
務
の
方
々
に
ご
協
力
賜

り
、
令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
八
月
に
慶
應
義
塾
保
管
の
契
約
関
係
書
類
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
閲
覧
し
た
の
は
、
グ
リ
ー
ン
ハ

ウ
ス
、
梅
寿
司
、
二
幸
食
堂
に
関
す
る
概
ね
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
か
ら
平
成
初
期
の
書
類
で
あ
る
。

（
7
）
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
に
関
す
る
情
報
は
慶
應
義
塾
保
管
の
契
約
関
係
書
類
と
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
株
式
会
社
『
人
づ
く
り
味
づ
く
り
三
十
年

グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
社
史
』
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
株
式
会
社

一
九
七
七
年
、
株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
『G

REEN
H
O
U
SE

40

』
株

式
会
社
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

一
九
八
七
年
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
社
長
室
広
報
担
当
『W

ellness
&
A
m
bience

グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
50
周
年
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史
』
株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

一
九
九
七
年
を
参
考
に
し
た
。

（
8
）
前
掲
註
（
2
）
慶
応
義
塾
史
事
典
編
集
委
員
会
編

二
〇
〇
八：

一
二
一
頁
「
仮
校
舎
」

（
9
）
前
掲
註
（
7
）
株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

一
九
八
七：

二
二
頁

（
10
）
前
掲
註
（
7
）
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
株
式
会
社

一
九
七
七：

二
二
頁
。
名
称
が
決
定
し
た
年
に
田
沼
氏
は
有
限
会
社
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

を
設
立
、
昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
に
は
株
式
会
社
と
な
る
。

（
11
）
当
時
の
こ
と
は
、
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
に
立
ち
退
き
通
達
、
翌
年
に
代
替
地
で
再
開
（
前
掲
註
（
7
）
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
株
式

会
社

一
九
七
七：
二
四
頁
）
と
い
う
説
と
、
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）
に
通
達
、
翌
年
に
再
開
（
前
掲
註
（
7
）
株
式
会
社
グ
リ
ー

ン
ハ
ウ
ス

一
九
八
七：
二
三
頁
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
社
長
室
広
報
担
当

一
九
九
七：

六
三
頁
）
と
い
う
説
が
あ
る
。
こ
の
頃
の
学
校

側
の
資
料
は
確
認
で
き
ず
、
詳
細
な
年
代
は
不
明
で
あ
る
。

（
12
）
前
掲
註
（
7
）
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
株
式
会
社

一
九
七
七：

二
四
頁
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
社
長
室
広
報
担
当

一
九
九
七：

八
二
頁
で

は
現
在
も
同
社
が
運
営
す
る
高
校
食
堂
が
お
か
れ
て
い
る
地
を
提
供
さ
れ
た
と
あ
る
。
一
方
で
、
昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
の
日
吉

キ
ャ
ン
パ
ス
地
図
（
前
掲
註
（
2
）
慶
応
義
塾
史
事
典
編
集
委
員
会
編

二
〇
〇
八：

八
〇
三
頁
）
に
は
同
地
に
建
物
が
な
く
、
そ
れ
と

は
別
に
赤
屋
根
食
堂
が
あ
っ
た
場
所
に
食
堂
が
建
つ
。
昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）
に
「
日
吉
の
学
生
食
堂
六
十
六
坪
、
第
二
校
舎
東
側

よ
り
赤
屋
根
食
堂
南
側
に
移
改
増
築
」（
前
掲
註
（
5
）
慶
應
義
塾

福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー

一
九
八
五：

一
五
五
頁
）
と
い
う
記
録
も

あ
り
、
年
代
に
若
干
の
ズ
レ
が
あ
る
も
の
の
、
元
々
の
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
食
堂
は
第
二
校
舎
東
側
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
代
替
地
は
赤
屋
根

食
堂
が
あ
っ
た
地
で
あ
る
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。
昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）
に
は
現
在
の
場
所
に
高
校
食
堂
が
建
設
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
前
掲
註
（
5
）
慶
應
義
塾

福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー

一
九
八
五：

二
〇
三
頁
の
ほ
か
、
慶
應
義
塾
保
管
の
契
約
書
か
ら
も
う
か

が
え
る
。

（
13
）
慶
應
義
塾
が
保
管
す
る
契
約
書
類
か
ら
は
、
昭
和
四
九
年
（
一
九
七
四
）
に
食
堂
棟
が
完
成
す
る
と
三
階
喫
茶
室
や
、
昭
和
六
〇
年

（
一
九
八
五
）
頃
に
藤
山
記
念
館
ラ
ウ
ン
ジ
の
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
を
営
業
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
一
九
六
〇
年
代
に
、
現
在
の
来
往
舎
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の
位
置
に
、
二
幸
食
堂
と
と
も
に
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
が
あ
っ
た
と
の
回
想
が
あ
り
（
黒
岩
純
一
「
写
真
に
見
る
戦
後
の
義
塾
56

一
九
六

〇
年
代
の
日
吉
」『
三
田
評
論
一
二
五
二
号

二
〇
二
一
年
二
月
号
』
六
五
―
六
六
頁

二
〇
二
一
年：

六
六
頁
）、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は

他
に
も
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
が
運
営
す
る
食
堂
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
14
）
横
浜
商
工
会
議
所
編
『
横
浜
商
工
名
鑑

昭
和
四
〇
年
版
』
横
浜
商
工
会
議
所

一
九
六
五
年：

一
八
三
頁

（
15
）
前
掲
註
（
2
）
大
澤

二
〇
一
七：

一
九
三
頁
、
高
野
編

二
〇
一
七：

五
頁

（
16
）
前
掲
註
（
2
）
大
澤

二
〇
一
七：

一
九
三
頁

（
17
）
伊
藤
行
雄
「
写
真
に
見
る
戦
後
の
義
塾
28

藤
山
記
念
日
吉
図
書
館
」『
三
田
評
論
一
二
二
三
号

二
〇
一
八
年
六
月
号
』
四
九
―
五

〇
頁

二
〇
一
八
年：
五
〇
頁

（
18
）
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
民
族
学
考
古
学
研
究
室
『
日
吉
台
遺
跡
群
発
掘
調
査
報
告
書：

二
〇
〇
六
〜
二
〇
一
四
年
度
の
調
査
成
果
』
慶

應
義
塾
大
学
文
学
部
民
族
学
考
古
学
研
究
室

二
〇
一
九
年

（
19
）
前
掲
註
（
1
）
安
藤
ら
編

二
〇
二
三：

一
三
頁

（
20
）
No.
1
・
No.
3
の
よ
う
な
器
形
の
い
わ
ゆ
る
「
ど
ん
ぶ
り
」
は
、
碗
と
鉢
の
ど
ち
ら
に
分
類
す
る
か
、
新
た
な
器
種
と
す
る
か
の
意
見
は

分
か
れ
て
お
り
、
遺
跡
や
研
究
者
に
よ
り
異
な
る
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
当
時
の
メ
ニ
ュ
ー
や
卒
業
生

の
証
言
等
か
ら
こ
の
形
状
の
器
は
丼
物
に
使
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
手
に
持
っ
て
使
用
し
、
口
を
つ
け
て
食
事
を
す
る
器
で
あ
る
こ
と
か
ら

碗
に
分
類
し
、
文
中
で
は
よ
り
用
途
を
明
確
に
す
る
た
め
に
「
ど
ん
ぶ
り
碗
」
と
い
う
名
称
を
用
い
る
。

（
21
）
美
濃
窯
業
株
式
会
社
に
つ
い
て
は
主
に
、
美
濃
窯
業
株
式
会
社
『
美
濃
窯
業
株
式
会
社

一
九
一
八
〜
二
〇
〇
二

八
三
年
の
歩
み
』

美
濃
窯
業

二
〇
〇
二
年
、
美
濃
窯
業
製
陶
株
式
会
社
『
美
濃
窯
業
製
陶
株
式
会
社

一
九
一
九
〜
二
〇
〇
二

社
史

八
三
年
の
歩

み
』
美
濃
窯
業
製
陶
株
式
会
社

二
〇
〇
六
年
を
参
考
と
し
た
。

（
22
）
「
集
団
給
食
用
食
器
」
と
い
う
名
称
は
、
美
濃
窯
業
株
式
会
社
が
使
用
し
た
呼
称
で
あ
る
。
た
だ
し
、
美
濃
窯
業
製
陶
株
式
会
社
と
し

て
独
立
す
る
際
に
株
主
へ
宛
て
た
趣
意
書
の
中
で
は
「
集
団
食
器
」
と
称
し
、
昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）
頃
か
ら
は
「
従
来
総
称
し
て
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い
た
「
集
団
給
食
用
食
器
」
も
次
第
に
巾
が
広
く
な
っ
て
き
た
た
め
」
呼
称
を
「
業
務
用
食
器
」
に
変
更
し
て
い
る
（
前
掲
註
（
21
）
美

濃
窯
業
製
陶
株
式
会
社

二
〇
〇
六：

三
〇
頁
）。
本
稿
に
お
い
て
は
生
産
さ
れ
た
時
期
に
か
か
わ
ら
ず
「
集
団
給
食
用
食
器
」
の
名
称

に
統
一
す
る
。

（
23
）
前
掲
註
（
21
）
美
濃
窯
業
製
陶
株
式
会
社

二
〇
〇
六：

八
頁

（
24
）
美
濃
窯
業
が
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
生
産
し
た
第
一
号
製
品
の
裏
印
に
は
扇
子
印
が
押
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
註
（
21
）
美
濃
窯
業

株
式
会
社

二
〇
〇
二：

巻
頭
図
版
、
美
濃
窯
業
製
陶
株
式
会
社

二
〇
〇
六：

巻
頭
図
版
）。
発
掘
調
査
に
お
い
て
も
扇
の
裏
印
を
も

つ
製
品
は
戦
前
に
帰
属
す
る
出
土
事
例
が
多
い
。
近
年
の
成
果
で
は
、
旧
日
本
陸
軍
被
覆
本
廠
跡
地
出
土
の
戦
中
の
資
料
群
（
公
益
財
団

法
人
東
京
都
教
育
支
援
機
構

東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

二
〇
二
四
『
東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
81：

道
合
遺
跡

赤
羽
上
ノ
台
遺
跡
』
公
益
財
団
法
人
東
京
都
教
育
支
援
機
構

東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）
や
京
都
大
学
構
内
出
土
の
戦
前
の
食
堂

食
器
類
（
前
掲
註
（
3
）
笹
川

二
〇
二
〇：

四
頁
）
に
扇
の
裏
印
を
も
つ
緑
の
二
重
圏
線
デ
ザ
イ
ン
の
器
が
あ
る
。

（
25
）
沼
崎
陽
「
資
料
紹
介

戦
後
の
国
内
向
け
陶
磁
器
の
一
例
」『
東
京
考
古
』（
一
九
）
一
一
六
―
一
一
八
頁

二
〇
〇
一
年：

一
一
六
頁

（
26
）
製
品
カ
タ
ロ
グ
は
社
史
の
巻
末
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
を
参
照
し
た
（
前
掲
註
（
21
）
美
濃
窯
業
製
陶
株
式
会
社

二
〇
〇
六：

九
六
―

一
〇
六
頁
）。
こ
こ
に
は
過
去
に
配
布
さ
れ
た
カ
タ
ロ
グ
の
一
部
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
各
カ
タ
ロ
グ
の
中
で
も
上
納
先
や
製
品
等
の
一

部
分
の
み
が
載
っ
て
い
る
。

（
27
）
ヤ
マ
ト
化
工
株
式
会
社
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
沿
革
・
開
発
の
歴
史
」https://w

w
w
.yam

atokako.co.jp/co

m
pany/history.htm

l

（
最
終
確
認
日：

二
〇
二
四
年
一
〇
月
三
一
日
）
を
参
照
し
た
。

（
28
）
萩
谷
茂
行
「
博
士
論
文

戦
時
下
の
陶
磁
器
産
業
に
お
け
る
製
造
、
流
通
へ
の
考
察

戦
時
統
制
と
製
品
」
京
都
造
形
大
学
博
士
論
文

二
〇
一
八
年：

七
六
―
七
八
頁

（
29
）
前
掲
註
（
21
）
美
濃
窯
業
製
陶
株
式
会
社

二
〇
〇
六：

八
一
頁

（
30
）
前
掲
註
（
3
）
石
丸
ら

二
〇
一
五：

八
四
頁
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（
31
）
瑞
浪
市
陶
磁
資
料
館
編
『
番
号
の
付
さ
れ
た
や
き
も
の

戦
時
下
の
瑞
浪
窯
業
生
産
』
瑞
浪
市
陶
磁
資
料
館

二
〇
一
二
年

（
32
）
前
掲
註
（
31
）
瑞
浪
市
陶
磁
資
料
館
編

二
〇
一
二

（
33
）
沼
崎
陽
「
資
料
紹
介

在
國
在
鄕
軍
人
會
特
製
の
湯
吞
に
つ
い
て
」『
東
京
考
古
』（
一
八
）
一
六
三
―
一
六
五
頁

二
〇
〇
〇
年：

一

六
五
頁

（
34
）
「
筑
波
町
分
會
」
銘
の
同
デ
ザ
イ
ン
湯
吞
碗
が
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
か
ら
大
正
二
年
（
一
九
一
四
）
の
間
に
生
産
さ
れ
た
可
能

性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
初
現
期
は
更
に
遡
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
（
前
掲
註
（
33
）
沼
崎

二
〇
〇
〇：

一
六
五
頁
）。

（
35
）
前
掲
（
25
）
沼
崎

二
〇
〇
一：

一
一
八
頁

（
36
）
小
枝
幾
久
雄
「
メ
ラ
ミ
ン
お
よ
び
メ
ラ
ミ
ン
樹
脂
」『
有
機
合
成
化
学
協
会
誌
』
二
〇
（
三
）
二
九
四
―
二
九
八
頁

一
九
六
二
年
、

菊
地
弘
亜
樹
「
ポ
リ
マ
ー
シ
リ
ー
ズ

ユ
リ
ア
樹
脂
・
メ
ラ
ミ
ン
樹
脂
・
フ
ェ
ノ
ー
ル
樹
脂
」『
高
分
子
』
二
六
（
一
〇
）
七
三
一
―
七

三
七
頁

一
九
七
七
年

（
37
）
ヤ
マ
ト
化
工
株
式
会
社
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
メ
ラ
ミ
ン
食
器
と
は
」（
最
終
確
認
日：

二
〇
二
四
年
一
〇
月
三
一
日
）
参
照
。

（
38
）
前
掲
註
（
21
）
美
濃
窯
業
製
陶
株
式
会
社

二
〇
〇
六：

四
四
頁

（
39
）
宮
本
隆
治
「
慶
應
義
塾
、
一
枚
の
写
真
⑥
�
昭
和
四
〇
年
代
の
日
吉
学
食
�」『
三
田
評
論
一
〇
八
一
号

二
〇
〇
五
年
七
月
号
』
四

九
―
五
〇
頁

二
〇
〇
五
年

（
40
）
前
掲
註
（
7
）
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
株
式
会
社

一
九
七
七：

二
一
頁

（
41
）
前
掲
註
（
7
）
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
株
式
会
社

一
九
七
七：
一
一
頁

（
42
）
前
掲
註
（
7
）
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
株
式
会
社

一
九
七
七：
一
九
頁

（
43
）
前
掲
註
（
7
）
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
株
式
会
社

一
九
七
七：

二
一
頁

（
44
）
前
掲
註
（
7
）
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
株
式
会
社

一
九
七
七：

九
七
頁
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
社
長
室
広
報
担
当

一
九
九
七：

五
四
頁

（
45
）
前
掲
註
（
7
）
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
社
長
室
広
報
担
当

一
九
九
七：

五
八
―
五
九
頁
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（
46
）
前
掲
註
（
7
）
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
株
式
会
社

一
九
七
七：

一
七
頁

（
47
）
学
食
食
器
類
の
使
用
痕
の
観
察
も
簡
易
的
に
行
っ
た
が
、
メ
ニ
ュ
ー
を
特
定
で
き
る
よ
う
な
痕
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
堆
積
状
況
や

出
土
時
か
ら
現
在
ま
で
の
扱
い
も
加
味
し
つ
つ
、
よ
り
細
か
な
痕
跡
を
観
察
す
る
こ
と
で
、
使
用
痕
か
ら
盛
り
付
け
た
メ
ニ
ュ
ー
の
特
定

が
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

（
48
）
前
掲
註
（
2
）
高
野
編

二
〇
一
七：

二
頁

（
49
）
前
掲
註
（
2
）
慶
応
義
塾
史
事
典
編
集
委
員
会
編

二
〇
〇
八：

五
八
三
頁
「
直
営
食
堂
」

（
50
）
栩
木
真
「
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
別
館
出
土
の
陶
磁
器
一
括
資
料
」『
新
宿
区
文
化
財
調
査
年
報
6

平
成
21
年
度
』
二
〇
―
二
四
頁

二
〇
一
一
年
。
こ
の
調
査
で
出
土
し
た
遺
物
は
、
新
宿
区
文
化
観
光
産
業
部
文
化
観
光
課
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
令
和
五
年
（
二
〇
二

三
）
六
月
に
未
報
告
資
料
も
含
め
て
全
点
閲
覧
し
た
。

（
51
）
慶
応
大
学
病
院
食
養
課
内
食
養
学
五
〇
年
の
歩
み
刊
行
会
編
『
慶
応
大
学
医
学
部
食
養
学
五
〇
年
の
歩
み
』
慶
応
大
学
病
院
食
養
課
内

食
養
学
五
〇
年
の
歩
み
刊
行
会

一
九
七
七
年：

二
五
五
頁

（
52
）
本
資
料
群
は
未
報
告
資
料
で
あ
り
、
前
掲
註
（
25
）
沼
崎

二
〇
〇
一：

一
一
八
頁
で
わ
ず
か
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
令
和
五
年
（
二

〇
二
三
）
二
月
に
東
京
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
室
に
て
出
土
資
料
全
点
の
実
見
を
行
っ
た
。
年
代
等
の
情
報
に
つ
い
て
は
堀
内
秀
樹
氏
に

ご
教
示
い
た
だ
い
た
も
の
で
、
実
見
当
時
に
お
け
る
見
解
で
あ
る
。

（
53
）
前
掲
註
（
25
）
沼
崎

二
〇
〇
一：

一
一
八
頁

（
54
）
本
論
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
註
に
挙
げ
た
参
考
文
献
と
以
下
に
記
す
書
籍
・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
食
堂
に
関
連
す
る
写
真
資
料
の
有
無

の
確
認
を
行
っ
た
。
慶
應
義
塾
職
員
会
編
『
塾
監
局
小
史
』
慶
應
義
塾
職
員
会

一
九
六
〇
年
、『
塾
監
局
小
史
』
Ⅱ
編
集
委
員
会
編

『
塾
監
局
小
史

Ⅱ
』
塾
監
局

一
九
八
七
年
、
塾
監
局
小
史
編
集
委
員
会
編
『
塾
監
局
小
史

Ⅲ
』
塾
監
局
小
史
編
集
委
員
会

二
〇

一
八
年
、
慶
應
義
塾
創
立
一
五
〇
年
写
真
集
編
纂
委
員
会
編
『
図
説
・
慶
應
義
塾
百
年
小
史
【
復
刻
版
】』
慶
應
義
塾

二
〇
〇
八
年
、

慶
應
義
塾
創
立
一
五
〇
年
写
真
集
編
纂
委
員
会
編
『
写
真
集

慶
應
義
塾
一
五
〇
年
』
慶
應
義
塾

二
〇
〇
八
年
、
阿
久
澤
武
史
『
キ
ャ
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ン
パ
ス
の
戦
争

慶
應
日
吉

一
九
三
四
―
一
九
四
九
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会

二
〇
二
三
年
、
三
田
評
論O

N
LIN

E

【
写
真
に
見
る

戦
後
の
義
塾
】（
最
終
確
認
日：

二
〇
二
四
年
一
〇
月
三
一
日
）、K

eio
O
bjectH

ub

「
慶
應
義
塾
史
古
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（
最
終
確

認
日：

二
〇
二
四
年
一
〇
月
三
一
日
）
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